







































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　l　I　　　l　　 　　 　 　 　　 　　　　　　　　l
　　　　　　erery　woman　　　eatS　　　　　50耀協㎎
それに対して，強い意味での読み，即ち‘ヨ∀’読みに対する基底構造は下
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の樹となる。ここで，見かけの名詞句目的語‘something’は‘loves’の事実
上の目的語である擬似変数名詞句‘ガ’を束縛することによって得られた
動詞句の主語として取り扱われる。
‘ヨ∀’読み： 　　　　　　　S
S／（S／N）　　　　　　　S／N
　　l
something（S／N）／S
　　　　　記　　　S／（S／N）
（17）
S
（S／（S／N））／C
　　I
　every
　C　　（S／N）／（S／（S／N））　S／（S／N）
　　　　　　I　　l
woman　　　eats　　　　　　x＊
　範疇文法は，その簡潔でエレガントな形式化にもかかわらず，Bar－
Hillel（1953）の展開以後も，多くの言語学者たちの注目を集めるところ
とはならなかった。後にBar－Hillel（1960b）は，　Chomsky（1956）の展
開した変形モデルtransformational　modelの構想を受けて，変形という付
加的操作を伴う範疇文法の展開の可能性を示唆した。その後かなりの間を
おいて，範疇文法を基底として変形構成素を付加した範疇基底変形文法の
研究を発展させたのはJ，Lyons（1966）やLewis（1972）である。
l
V
　1．Joachim　Lambek（1958，1961）の統語計算演繹体系
　文であるかどうかを見分けるための有効なアルゴリスムを形式化する試
みはAjdukiewicz（1935）によってなされ，後にBar－Hillel（1953）によ
る統語結合の算術化によって精緻化されることとなったが，J．　Lambek
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（1958，1961）はさらに彼らの技法に基づいて統語計算syntactic　calcu・
lusと呼ぶ数学系を展開した。
　LambekはG．　Gentzen（1935）が考案した‘SequenzenkalkuPの方法7）
に従って統語計算の演繹体系を次のように定義した。
　統語計算演繹体系　Σ
タイプの定義
　1）基本primitiveタイプはタイフ゜である。
　1の　xとyがタイプのとき（ay），（x／），），（ユ＼y）はタイプである。
式の定義
　　タイプxの仮定の下でタイプyが成立することを式formula
　　x→yで表す。
規則
（a）
（b）　　（x二y）z→x（oy　z）
（c）
（d）
xy→之
x→之／ツ
x→z／ツ
（e）
xツ→z
x　　→　x
x→ツ　ツ→2
　x→之
（b’）　　x（二yz）→（xツ）z
（c’）
（d’）
xツ→之
ツ→x＼z
ツ→x＼x
ay→z
　ここで（a），（b），（bつは式，（c），（c’），（d），（d’），（e）は推論規則
inference　ruleである。各々の推論規則において横棒はその上の式を前堤
premiseとして，その下の式を結論conclusionとして導かれることを示
している。（a）および結合律（b），（b’）を公理とし，（c）～（e）を推論規
則とした演繹系をタイプの結合的計算あるいは結合的統語計算associa－
tive　syntactic　calculusと称することもある。この系から多くの規則が証
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明できる。例えば
（f）
（9）
（h）
（i）
（j）
（k）
（1）
　（m）　　　　，．
　　　　　xy→xツ
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ノ
　　　　x→x　ツ→ツ（n）
　　　　x／y’→x’／ツ
例えば（g）；および（g）の双対（g’）x（x／z）→zは（d），および（d’）
を用いることによって導かれる。
x→（ay）／ツ
（z／y）y→z
ツ→（z／ツ）＼之
（2／y）（y／x）→zんr
z／y→（z／x）／（ツ／nc）
（x＼ツ）／zex＼（y／z）
（x／ッ）／zOx／（ay）
　　　ノ　　　　　　　　　　　　ノ
x→x N→ツ
2／y→2／ツ
　　　　　　（d）
（z／ツ）y→z
器諜（・・）
次の図は（m）の証明図である。（他は証明を省略する。）
ノ　　　　　　　ノ
XN→κツ
nc→X’ @X’→（κ働／ツ
（c）
（e） ツ→y
）ノC（
y→y
x→（孕）／y（d）
辺y→xy
）e（
つ’
ツ
Jc“．」
σ→．ツ
，
y→x’／（　，，xy）
ノ　　　　　　　　　ノ　　ノ
xy→xツ
　　　ノ　　ノ
xy→xツ
）
’
　
）d
e
（
（
　この演繹体系Σは明確な決定手続decision　procedureを欠いている。
Gentzen（1935）による形式化では基本定理Hauptsatzと呼ばれる重要な
性質が成立するが，これを証明するためには公理を表す基本式Grund一
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sequenzとしてA→Aの形のものしか許さない。このためには（b），（b’）
は推論の形に改める必要がある。また（c）～（e）の推論も一般的な形に改
めなければならない。Lambek（1958）は統語計算の決定手続を記述する
ために上述の結合的統語計算の形式的拡張をおこなっている。
　統語計算体系　Σg
式（sequent）の定義
　κ1，κ2，…，κn，orをタイプとするとき
　」じ1，X2，’°°，」じn→），
という形式的表現を式という。式の内容的解釈はκ1，κ2，…，Xn，の仮定の
下でyが成立するということである。この式は内容的には
　（…（（Xl，X2）X3）…Xn）→y
を意味する。いまxを列Xl，x2，…，x．をなんらかの仕方でグルーピン
グすることによって得られたXiの任意の可能な積productであるとする。
規則（b），（b’），（m）および（e）を繰り返し適用することによって
　Xご（…（（κ1，X2）κ3）…）
が求まる。よって上の式は式x→），に同値である。
　タイプの系列（空列も含む）を大文字で表す。“U，V”はUとVの並置
juxtap，　ositionによって得られた系列を意味する。　Uが空のときU，　VはV，
Vが空のときU，VはUを意味する。空でないT，　P，9が与えられたとき，
（a）～（e）の帰結として次の規則が得られる。
　規則
　（A）　　　　　　　　　　　x→x
　　　T，y→x（B＞
　　　T→x／y
　　　ツ，T→x（B’）
　　　　T→y＼x
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　　　　T→ツ　　u，　x，v→z　　 　　 　　　　　　　　　　　T→ツ　　u，x，　v→z　（C）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Cり
　　　　　u，x／ツ，T，　v→z　　　　　　 　　　　　　　　　　　　u，T，y＼x，　v→2
　　　　　　　　　　　　　　　u，　x，　y，v→z
　（D）
　　　　　　　　　　　　　　　u，　ncy，　v→z
　　　　　　　　　　　　　P→x　9→y　（E）
　　　　　　　　　　　　　　　P，ρ→xy
規則（A）は（a）に同じであり，（B）は（c）になる。同様に　（B’）は
（c’）に，（D）は直接導かれる。また系列T，U，　V，　P，ρがそれぞれ
の項の積に置き換えられるとき（E）は（m）になる。（a）～（e）から（A）
～（E）を導くには（C’）は（C）に双対であるから（C）を証明すればよ
い。
　はじめにUとVが空の系列である場合について証明する。Tをその項
のas　tで置き換えると，（C）はt→yかっx→zならば（x／y）t→zの形
をとることに注目して，
　　　　　　　　　　　　・x→z　t→ツ（。）
　　　　　　　　　　　　　x／y→z／t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（d）
　　　　　　　　　　　　　（x／y）t→z
　次に，Uが空の系列，　Vが空でない系列である場合。　Vの項をその積v
で置き換えることによって，
　　　　　　　　　　　　　xv→z
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（c）
　　　　　　　　　　　　ρc→z／v　　　　　t→y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n）
　　　　　　　　　　　x／／y→（z／v）／t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（dを2回）
　　　　　　　　　　　（（功）t）　v→2
　Uが空の系列でない残りの2つのケースに対しても同様に証明できる。
次に，逆に規則（A）～（E）から（a）～（e）を演繹することによって2っ
の規則の組が同値であることを示す。いまカットcutと呼ばれる規則（F）
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を付け加えることにする。
　　　　　　T→x　　　u，x，　v→y
　（F）
　　　　　　　　　u，T，　v→y
（a）は（A）に一致している。（e）は（F）の特殊ケースである。従っ
て（b），（c），（d）を証明すればよい。
　　（b）の証明　　　y→y　　　z→z
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E）
　　　　　　　　　　　　x→x　y，2→y2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E）
　　　　　　　　　　　　x，y，z→x（yz）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D）
　　　　　　　　　　　xy，z→x（ツz）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D）
　　　　　　　　　　　（xツ）2→x（YZ）
（c）の証明
x→x　　ツ→ツ
x，y→xツ
（E）
（B）
ツ→ツ　xy→2
x→（xツ）／y （xツ）／y，ツ→z
（C）
（F）
茜y→z
　　　　　（B）
x→lz／y
（d）の証明
ツ→y　　z→z
x→z／y　　ツ→y
　　　　　　　　　（E）
　　x，y→（z／ツ）y
z／y，ツ→z
（z／y）ツ→z
　
　
　
　
　
C
D
F
（
　
（
　
（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x，ツ→z
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xツ→z
式における結合子connective・，／および＼の生起の全数をその式の度
数degreeという。カット以外の規則をみると結論に結合子・，／，＼のう
ちのひとつが新たに加えられていて，結論の度数は前堤の度数の和よりも
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大きいことがわかる。式U→Vが与えられたとき，結論から逆の方向に
有限回進めることによって証明図の形で証明を与えることができる。よっ
て，式U→xは証明可能であるとき，かつそのときに限り決定可能である。
　以下，英語表現のいくつかを例にとってLambekの統語計算演繹体系を
適用し，その有効性を検討する。
）1 John　works
n　　　n＼s
L－一一一」（9り
　　s
演繹系から導かれた（g）およびその双対（’）を適用することによって
これらは適格文であることがわかる。
　2）　副詞（adverb）
　　　（John　works）　　here
　　　n　　　n＼s　　　　　　　　　sXs
　　　L＿＿」（9’）
　　　　　s
　　　　L－一一一一一」（9’）
　　　　　　　　　s
（Poor　John）works
n＼n　　n　　　　　　　　n＼s
L」（9）
　　L～＿」（9’）
　　　　　s
　　9
John（works　　here）
n　　n＼5（n＼s）＼（n／s）
　　L二一『一（・’）
L＿＿＿，一，．．．．＿＿」（9り
　　　　s
語here　！よ左側はタイプs＼sであるのに対し，右側はタイプ（n＼s）＼（n＼s）
をもつ。即ち左側が文修飾として作用するのに対して，右側は述語修飾と
して作用している。タイプs＼sをもつ副詞的表現はすべて（n＼s）＼（n＼s）
をもつ。この関係は規則（j）で示されている。
　　s＼s→（nls）＼（n、s）
3）他動詞（transitive　verb）
　　John（likes　Jane）
　　　n（n＼s）／n　n
　　　　L－一＿一（9）
　　　　　　n＼s
　　L－一一一」（9’）
　　　　　s
（John　likes）」伽6
nn＼（s／n）　n
L薪一一（・’）
　L－一一一一」（9）
　　　　5
（18）
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likesの2つのタイプを同値とみなすとすれば
　　　　（n＼s）／n2n＼（、／n）　　　　　　　（19）
この同値関係は規則（k）で与えられている。同値のタイプを区別する必
要のないとき，n＼s／nと書く。
　　4）代名詞（pronoun）
　　　　he　　works　　　　　　John　likes　　　him
　　　　e／（　Xs）　nx，（・）聖竺（ぎ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
　　　　　　　　　　　舵　　likes　Jane
　　　　　　　　　　sK　nXs）幽（、）
　　　　　　　　　　L－r座・（・）
代名詞heはタイプs／（n＼5），　himはタイプ（s／n）＼sをもつ。　E　Sapir
（1949）は前者を代名詞の前一動詞pre－verbalケース，後者を代名詞の
後一動詞post－verbalケースと呼んでいる。これらに異なったタイプを割
付けることによってその形式の相異を一層明確にすることができる。
　男性の固有名詞，例えばJohnは代名詞heおよびhimのタイプをもつ
が，これは規則（h）および（k）で示される。
）5
n→s／（n＼5）雪（s／n）＼s
（John　works）（for　Jane）
n　n＼s　　（sXs）／n　n
L　L＿＿」（9）　s　　　　　s、5
　L＿＿＿＿＿」（9’）
　　　　　s
一444一
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J伽6（works（for　Jane））
・n＼s ﾀ」（、）
　　　　　　　5＼s
　L＿＿＿＿＿」（i）
　　　　n＼s
L＿＿＿」（9’）
　　　s
範疇文法の基礎（藪内）
Johnωorks　for　Janeは左側の派生の他に，規則（i）を用いて右のように
分析することができる。
　Lambek（1958＞はこのような分析を通して，語のタイプと伝統文法の
品詞part　of　speechおよびC．C．　Fries（1952）の品詞分類とを対照させ
た（表1）。
　　　　　　　　　　　　　　　表1
タイプ（Type） 品詞（Part　of　Speech） Fries　class　語word
　n＼s
　n＼n
　s＼s
n＼S／（n＼S）
S＼S／n
n＼S／n
S＼S／S
自動詞（intransitive　verb）
形容詞（adjective）
副詞（adverb）
副詞（adverb）
前置詞（preposition）
他動詞（transitive　verb）
接続詞（conjunction）
㏄
3
4
F
田
蜀
work
poor
here
never
for
likes
and
2．Lambekの演程系と一般化範疇文法
　ごく最近，E．　Bach（1983。）（1983b）は一般化範疇文法generalized
categorial　grammarの体系化を試みている。ここではその細部に立ち入ら
ず，その中（1983。）で触れられている定冠詞・前置詞融合および主語・
補助詞倒置subject　AUX　inversionについて，　Lambek（1958，1961）の
演繹体系の観点から検討する。
　BachはBar－Hillel（1935）やLambek（1958，1961）の有向direction－
al範疇を採用して範疇を次のように定義した。
　　CATは次の1，　iiで定められる最小の集合である。
　L　a，b，…∈CAT（ここにa，　b，…は原primitive範疇の有限集合）。
　L　　a，b∈CATのとき，　a／b，　b＼a∈CAT。
範疇はMontague（1973）のPTQ8）と同様，基本（B）表現あるいは句（P）
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表現の集合の指標として用いられる。
　結合の一般則は次の1，llで与えられる。
　　1．α∈Pa／bかつβ∈Pbのとき，αβ∈Pa
　　皿．β　C－　Pbかつα∈Pb’aのとき，βα∈Pa
　さらにBach（1983、）はAspects（Chomsky　l965）以後の変形理論の
一部（古くはHarman　1963，最近ではGazdar　1982，　von　Stechow　1979等）
において採用されている素性系feature　systemを導入して，項の相対的順
序づけだけでなく，格case，数number人称person等の統語特性を組み
入れることによって範疇文法の一般化を図っている。簡単な例をとれば，
英語における前置詞は関手範疇PP／NP（acc）に属する。ここにacc
（accusative　case）は項NPにおける格の要件を示す（for　1でなくfor
me）。独語における前置詞はその格支配関係によってPP／NP（dat），　PP／
NP（gen），　PP／NP（acc）と表される。
　定冠詞・前置詞融合（独語）
　弱アクセントの定冠詞単数形dem，　der，　das，　denは一定の前置詞と融合
して1語を形成する。am　Sonnabend，　beim　Essen，　zur　Erholung，　auf
herzlichste（G．　Helbig　und　J．　Buscha　1977参照）。
　例えばzu　dem　Bahnhofは分析樹（21）で表されるが，その融合形の
zum　Bahnhofは分析樹（21）で表される。
　　　　PP
甲・1・談・パ21）
　zu　　　dem　　　Bah面of
　　　PP
PP／CN　　　CN
　l　　l（22）
　zum　　　Bahnhof
一446一
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この定冠詞・前置詞融合はLambek（1958）の演繹体系Σの規則
（i）：（z／y）（y／x）→z／xから導かれる。即ち
（PP／T）（T／C）→PP／CN
　　zu　　dem　　　　zum
主語・補助詞倒置（Subject　AUX　Inversion）
Bach（1983）は主語・補助詞倒置を次の語彙規則で表している。
　（T＼S）／（t／e）　e　（S／（t／e））／T
（nom）（＋tns）　　（＋tns）（nom）
（23）
（24）
ここでTは名辞句term－phraseの範疇名，（t／e）は自動詞intransitive
verbの範疇ラベル，　tnsは時制素性である。　Lambekの演繹体系Σの規
則を用いて平叙文におけるAUXの範疇を求めると，
　T　AUX　（t／e）　→　S
　　　　　　　　　　　　　（c）
　T　AUX　→　S／（t／e）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
　　　　　　　　　　　　（c’）
　　　AUX　→T＼S／（t／e）
同様に疑問文におけるAUXの範疇を求めると，
　AUX　T　（t／e）　→　S
　　　　　　　　　　　　　（c）
　AUX　T　→　S／（t／e）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　　　　　　　　　　　　　（c）
　AUX　→　S／（t／e）／T
　従って，（25），（26）より主語・補助詞倒置の語彙規則（24）が導かれる。
V
　Bar－Hillel，　Gifman，　Shamir（1960）が範疇文法と文脈自由構造文法
context－free　phrase　structure　grammarは生成能力において弱同値である
ことを示して以来，範疇文法は句構造文法に吸収同化された観すら呈して
いた。しかしながら，ごく最近になって，Ajdukiewicz（1935）の基本構
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想に立ち戻って，句構造規則によらない範疇文法の理論的枠組から自然言
語を研究しようとする積極的なアプローチがみられる。Bach（1983）や
S．F．　Schmerling（1983　ai　1983　b）による英語補助詞の研究やM．　Flynn
（1983）による語順規約word　order　conventionの研究等がそうである。
Schmerling（1983　a）は次のように研究を結んでいる。
　　Though　it　is　quite　likey　that　the　system　of　syntactic　categories　used
　in　the　present　fragment　could　be　translated　into　a　system　of　Phrase．
　Structure　categories，　it　should　be　borne　in　mind　that　importance　of
　the　framework　adopted　here　lies　precisely　in　its　heuristic　value．　For　a
　Phrase－Structure－based　account　to　be　Qf　interest，　it　must　be　grounded
　in　a　theory　of　categories　possessing　a　comparable　heulistic　value．…a
　Phrase－Structure－based　account　that　is　not　grounded　in　a　theory　of
　categories　is　of　no　theoretical　import・
　創造的価値と評価するに足る範疇文法の理論的体系化のなお多くの部分
は今後に残された課題である。
註
1．
1＞Montagueの文法に則った日本語文法の体系化の研究として代表的なものに
　　坂井秀寿（1979）がある。（註8参照）
fi．
2）Le≦niewski（1935）の3つの論理体系；Protothetik，　Ontologie，　Mereolo－
　　gieの詳細な解説は井関清志（1968）第4章がある。
3）‘関手形成関手functor－forming　functorは筆者の命名。文形成関手，名辞
　　　　　　　　　　　　s　　　　　s　　形成関手に準じて指標，手，吉，…etcを関手形成関手とした。
　　　　　　　　　　　　万　　　万，1「
4）関手記号Eと命題変数記号p，q、　r，…との複合表現が有意味であるか否かに
　　関するこの実用的な決定の規則の原形については，－1　ukasiewicz自身，論
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　　文The　equivalential　calculttSのなかで触れている。それによるとこの規則の
　　もとになるアイディアはとukasiewiczのものでなく，彼の知る限り，　L．
　　Chwistek（1884－1944）の指導の下にあった一学生によるものという。な
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　　度にわたる戦火を辛じて逃れたのはMUnsterのScholz宛に送られた審理用
　　コピー，唯一つであったという。（Lukasiezvi－cz　：　Selected　works，1970の収録
　　論文The　equivalential　calculusの脚註より）
皿．
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　　tionと外心構造exocentric　constructionに2分され得る。内心構造とはそ
　　の分布がその構成素の1つまたはそれ以上のものの分布と同一であるような
　　構造をいう。内心的でない構造を外心構造という。（Lyons，1968参照）
6）両方向範疇文法bidirectional　categorial　grammar（Bar・Hillel　etal．，1960、
　　の用語〉の表記法は研究者により様々である。J．　Lyons（1968）は，例えば
・・r－Hill・1（1953）のn（葺）・斎・・対応す・表記を・÷÷・と・て
　　いる。このLyonsの表記を一部用いているものにA．　Kratzer，　E．　Pause　und
　　A．von　Stechow（1974）がある。　E．　Keenan（1980）はAjdukiewicz（1935）
　　　　　　　　　　s
　　の表記法を用いて7πというように方向性を明示している。なお，後に
　　Bar－Hillel（1960。，1960b）自身はIVで述べるLambek（1958）の表記法を
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　　えば，EBach（1983），　T．T．　Ballmer（1978），　R　Bartsch，　J．　Lenerz　und
　　V．UIImer－Ehrich（1977）等々。
】
V
7）G．Gentzen（1935）の考案した‘Sequenzenkalkif1’の方法およびnatUrlicher
　　Kalkulの形式についての詳細な説明，解説書として前原昭二（1973）がある。
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8）“数理論理で展開された技法を自然言語の意味論に適用したMontagueの
　　成果の頂点”（D，R．　Dowty，　RE．　Wall，　and　S．　Peters　l981）が‘The　Proρer
　　Treatment　of　Qttanttfication　in　Ordinary　EngliSh’である。これは通常PTQと
一449一
範疇文法の基礎（藪内）
　　　　略される。一般にMontague文法として知られている体系は通常PTQを指
　　　　す。Montague文法では範疇Aの基本表現　basic　expressionの集合をB．
　　　　で表す。例えばB　CNは普通名詞句の範疇CN，即ちt／／eの基本表現，　B　TV
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